
２０１３年ミニトン実行委員会議事録 

（2012/11/24 16:30-17:30 洛和会山科駅前事務所） 

I. 議長選出（事務局一任） 

1. 議長 

増田で承認、出席者の確認 

① オーナー 

  入江（クリーク）、木村（ジュノー）、桑南（音丸）、増田（ラクーン）、 

  森（万天） 

② 会員・賛助会員 

  石塚（レークウエスト YH）、大前（音丸）、乾（音丸）、入江（クリーク） 

2. 役員改選の報告 

① 今年度で役員は交代する時期であるが、さらに２年間の任期延長を「会長」、

「事務局長」は承諾している。従って、2013 年（関西選手権）、2014 年（関西

選手権・全日本選手権）の事業を受け持つ予定である。 

② 2012 年全日本優勝艇「音丸」桑南さんを現事務局長増田より、二年後の事務局

長として推薦し、承諾を得る事を上程した。「音丸」桑南さんと、全会一致に

よりこの件は承諾され、2年後の 2015 年から事務局長を引き受けていただくこ

とが決議された。 

II. 公示・帆走指示書 

1. 開催候補日 

① ２０１３年５月２５日（土）インスペクション～ 

②    〃   ２６日（日）レース（ソーセージ２本、ディスタンス１本） 

2. 公示 

① 前回の全日本の公示・帆走指示書は、それを基本とする。 

② MR レーティングを使用予定。 

3. ヨットハーバー 

① レークウエストヨットクラブは、石塚ハーバーマスターの内諾を得た。 

4. レース委員長の招請 

① 行方さん（ミニトン協会参与）が前回に引き続き招聘を行いたいので、打

診中であること 

② この件は、行方さん会社（雄琴マリンサービス）の承諾が必要であり、守

本会長が承諾をお願いする予定であるが報告された。 

5. レース委員 

① 吉田さん、草野さん、田中康さん、渋谷さん、は内諾あり。 

② R ヨットクラブクラブ員の協力内諾あり。 

6. 本部艇・観覧艇・マークボート 

① LWYC コメット、万天(Y31)、雄琴 YC、ヤマハマリーナから応援を要請 

② 費用はできるだけ無しで、ハーバーにお願いする予定。 

 

 



III. 経費計算 

1. 出艇料 

① 経費計算を行って、前回と同程度として計算したことが説明された。 

② スポンサーは、FM 葉山の木村太郎氏から 50,000 円の予定がある事が入江

さんより報告された。 

2. 概算の説明と費用の修正について 

① 本部艇・マークボート燃料代（18,000 円）は、交渉で安くする協力を依頼。 

② レース委員昼食代（7,700 円）できるだけ抑えて良い。 

③ パーティー代（お菓子・茶）（35,000 円）は、一人 1,000 円程度で。 

④ カップ・徽章・印刷等（10,000 円）で組む。 

⑤ カップは、入江先生に寄付して頂く予定である。 

IV. 出艇可能な艇への呼びかけ、艇種の拡大取り組み 

① 広報委員は、各艇のオーナーとし、活動しているレース艇に勧誘をかける。 

② リブレは、会員艇がリブレレースに出かけて、お願いする。 

③ 雄琴ヨットクラブのスイフトマジック、ヌクウェップス、アカビットに、次回

運営会議に出席を依頼する。 

④ 参加艇種の拡大について、J24 を検討してはどうか。IRC レーティングでは、大

きなレーティングの差はないと言える。IRC は、J24 と Y23 が同程度である。

キールボートとしてのレベルレーティングに差がないと思われる。とくに琵琶

湖で活躍している J24 は、Y23 と大きな差はないと見てとれる。あえて枠の拡

大を考えるなら、レーティングからも関東選手権ですでに参加の対象になって

いる Y26 までは考えられる。 

⑤ メルゲスのタイプについては、キールボートの範疇に入らず、セーリング性能

が違いすぎるために、同じ風域や海面でのレースでは、困難を極めるのではな

いか。ワンレグ先を走る相手に戦略の立てようもなく同じ土俵で戦うのは無理。

異論出ず。 

⑥ J24 は、ミニトンカテゴリーに入れる方向で、次回運営会議で再度議題として

上程し、最終議論をする事となった。 

 

V. 今後の予定 

① ２０１３年 第２５回 関西選手権実行委員会開催について 

 ＜第１回２０１３年関西選手権実行委員会開催＞ 

  開催日 ； ２０１３年２月３日（日）１１：００～１２：００ 

  会場  ； レークウエスト Y・C ２階ラウンジ 

② 第２回実行委員会は、開催未定 

 関西選手権前に行うかは未定、次回の実行委員会で決定。 

以上 

 （文責；事務局増田） 


